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被
災
自
治
体
に
お
け
る
住
宅
再
建
の
独
自
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
七
月
二
十
九
日
、
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
が
策
定
さ
れ
一
年
が
過
ぎ
た
が
、
報
道
に
よ
る
と
、

国
の
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
の
対
象
か
ら
外
れ
た
被
災
者
に
対
し
、
岩
手
、
宮
城
両
県
の
沿
岸
二
十
七
市
町
村
の
う
ち

十
四
市
町
が
、
家
屋
・
土
地
の
取
得
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
補
給
、
土
地
の
嵩
上
げ
、
宅
地
の
復
旧
・
修
繕
、
二
重
ロ
ー
ン
な

ど
に
つ
い
て
、
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

自
然
災
害
に
よ
り
そ
の
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
者
の
生
活
の
再
建
を
支
援
す
る
「
生
活
再
建
支
援
金
」
は
、
阪

神
淡
路
大
震
災
を
機
に
平
成
十
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
平
成
十
二
年
の
鳥
取
県
西
部
地
震
で
は
、
当
時
の
同
県
知
事
が
、
最
大

三
百
万
円
の
補
助
制
度
を
創
設
、
平
成
十
五
年
に
は
宮
城
県
北
部
地
震
で
同
県
が
住
宅
建
設
に
百
万
円
を
補
助
し
、
次
々
と
県

レ
ベ
ル
の
独
自
支
援
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
見
直
さ
れ
、
現
在
、
国
が
住
宅
再
建
に
最
大
三
百
万
円
支
給
す
る
に
至
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
被
災
規
模
が
過
大
で
あ
り
、
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
る
集
団
移
転
地
域
と
現
地
再

建
地
域
と
区
分
さ
れ
、
住
宅
再
建
に
対
す
る
国
の
各
支
援
事
項
に
お
け
る
適
用
に
格
差
が
生
じ
、
ま
た
、
独
自
に
定
住
支
援
策

を
講
じ
た
も
の
の
、
当
該
自
治
体
以
外
か
ら
の
転
居
世
帯
に
も
対
象
を
拡
げ
、
周
辺
の
自
治
体
か
ら
、
地
元
で
再
建
を
断
念
し

た
被
災
者
の
流
出
が
加
速
す
る
と
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
自
治
体
間
の
支
援
格
差
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

一



「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
で
は
、
実
質
的
な
国
の
負
担
率
を
特
別
交
付
税
の
補
填
措
置
を
含
め
嵩
上
げ
し
た
も
の
の
、

そ
の
負
担
額
に
は
上
限
が
あ
り
、
こ
れ
を
超
え
た
場
合
は
自
治
体
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
昨
年
同
時
期
に
お
け
る
被
災
地

で
は
、
想
像
を
絶
す
る
被
害
の
規
模
に
財
政
が
破
綻
す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
が
、
国
と
し
て
対
象
以
外
の
被
災
者
に
対

す
る
支
援
措
置
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
公
平
に
講
じ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
の
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
の
対
象
か
ら
外
れ
た
被
災
者
に
対
し
、
岩
手
、
宮
城
両
県
の
沿
岸
二
十
七
市
町
村
の

う
ち
十
四
市
町
が
、
家
屋
・
土
地
の
取
得
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
補
給
、
土
地
の
嵩
上
げ
、
宅
地
の
復
旧
・
修
繕
、
二
重

ロ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て
、
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
七
月
七
日
、
仙
台
市
で
の
会
合
に
お
い
て
、
被
災
自
治
体
か
ら
国
に
対
し
、
住
宅
再
建
の
支
援
強
化
を
求

め
た
が
、
平
野
復
興
大
臣
は
、
「
制
度
の
見
直
し
は
簡
単
で
は
な
い
」
と
答
え
た
と
し
て
い
る
。
簡
単
で
は
な
い
と
す
る
理

由
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
具
体
的
な
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
被
災
規
模
が
過
大
で
あ
り
、
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
る
集
団
移
転
地
域

と
現
地
再
建
地
域
と
区
分
さ
れ
、
住
宅
再
建
に
対
す
る
国
の
各
支
援
事
項
に
お
け
る
適
用
の
格
差
や
自
治
体
間
の
支
援
格
差

二



が
生
じ
て
い
る
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
宅
地
の
嵩
上
げ
工
事
に
お
い
て
最
大
二
十
万
円
を
独
自
に
補
助
す
る
も
の
の
、

「
少
額
の
た
め
諦
め
た
」
と
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
全
面
的
な
財
政
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
で
は
、
実
質
的
な
国
の
負
担
率
は
特
別
交
付
税
の
補
填
措
置
を
含
め

嵩
上
げ
し
た
も
の
の
、
そ
の
負
担
額
に
は
上
限
が
あ
り
、
こ
れ
を
超
え
た
場
合
は
自
治
体
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
被
災
地
で
は
、
国
の
補
助
拡
大
が
な
け
れ
ば
破
綻
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

一
〜
五
に
関
連
し
、
国
と
し
て
対
象
以
外
の
被
災
者
に
対
す
る
支
援
措
置
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
公
平
に
講
じ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


